（都市計画総局　川原田　質問）

２．「だれでもトイレタウン」計画について
　神戸市では、現在、「だれでもトイレタウン」計画と言うものが進められている。先日行われた、「だれでもトイレタウン」のシンボルマーク募集、及び、アイデア募集には、たくさんの応募があり、シンボルマークと、トイレに対する細やかな気遣いを盛り込んだ女性らしいアイデアの「しなやかトイレ」が最優秀賞を受賞した。

～「しなやかトイレ」を紹介し、説明～

　このほかにたくさん寄せられたものには、リウマチなどで体の不自由なお母さんを気遣って、体の曲げ伸ばし時に、体重が関節等にかからないような配慮のものがたくさん見られ、こうした構想から、技術面でもこうしたニーズに沿ったものが産業として生まれていってもらえればいいと考える。

（1） 洋式化の推進について

　神戸市の管轄の建物等において、新しく建設されるものについては、ユニバーサルデザインが意識され、車椅子の方もどんな方でも訪れていただけるものと確信しているが、市内には、まだまだ古い建物も多く、古いが利用が多い建物のトイレのすべてが和式トイレの場合もかなり存在する。和式のトイレは、高齢者の方や身体の不自由な方にとって、関節等の自重がかかって、負担が大きいと思う。今後、古い建物についても、設置されているトイレのひとつだけでも洋式化する方向で検討できないか
（２）今後の設置指針について

　また、市役所内１階フロアのトイレが「だれでもトイレタウン」の拠点トイレとして、オストメイトの方にも、利用出来るトイレが整備されている。オストメイトの方用トイレとして、JR新神戸駅、阪神岩屋駅、山陽垂水駅、北野工房等に設置されているが、利用者の多い三宮駅には数が足りないと感じる。今後、こうした設備を作る場合には、「作りやすい場所」より、「一番必要な場所」から優先して取り組むべきと考えますが、今後の設置指針等について伺いたい。

（３）募集アイディアの活用について　

　また、募集したアイデアを今後、どのように活用していくのかも伺いたい
（神戸市　回答）

ユニバールデザインの推進については、区役所や地域福祉センター、学校等の公共施設を建設する際、ユニバーサルデザインの視点から、だれもが使いやすい、わかりやすい建物としての整備を進めているところである。
　民間事業者についても住宅月間のイベントやフェアーを通じてＰＲを図っているところである。ユニバーサルデザインの取り組みの一つとして、市民にとっても身近なトイレをとりあげ、障害のある方、車椅子使用者、高齢者、乳幼児連れの人、妊婦、子供、オストメイト、外国人、大きな荷物を持った人など、だれもが使いやすく、快適で美しいトイレを三宮の元町北のハーバーランド地区をモデル地区として整備していくという「だれでもトイレ計画」を15年度からとりかかっている。具体的には、今年度は北野工房のまち、神戸市役所1号館、デュオ神戸浜の手でも改修を進めている。また、商業施設では大丸、丸井、ＪＲ神戸駅内の店舗のビエラ神戸でも完成したところであり、ＮＨＫの神戸放送会館でも協力いただけるということである。
公共施設における和式と洋式トイレについては、従前は和式トイレを中心に洋式トイレも一部つくるという考え方で整備してきた時代があり、ご指摘のとおり、市民のよく使う施設でも和式トイレのみのところもあるというのが現状であるが、各家庭で洋式トイレが普及していることやお年寄り、障害のある方などの利用のしやすさを考慮して、現在、公共施設を整備する場合は、洋式トイレを中心に設置している。
和式トイレから洋式トイレの改修については、ユニバーサルデザインの観点からも、洋式トイレの無いところをできるだけ早急に改修に取り組んでいくとともに、まだ数の少ないところにも、各施設管理者が改修を実施する機会をとらえて、積極的に洋式化を図るよう強く働きかけていきたい。

　 指針については、ご指摘のとおり、オストメイトの方が利用しやすい施設として、ＪＲ神戸駅、阪神岩屋駅、山陽垂水駅、ＪＲ舞子駅といった駅のトイレで整備が行われている。
　オストメイト対応トイレについては、最近までほとんど整備がなされておらず、多くの市民の方が利用することが想定される建物を対象に新築や改修の機会をとらえて整備を始めたところである。

　今後、「だれでもトイレタウン」計画を推進することにより、三ノ宮駅などの乗降客数の多い駅や利用者の多い商業施設などを中心にオストメイトの方も利用しやすいように、17年度末までに、地下鉄三宮駅、神戸国際会館、新神戸オリエンタルホテルなど、20～30の施設を候補として、また、必要なところについては、公共の建物で整備を進めるとともに、民間の建物についても助成金などの支援策も検討しながら整備を図る取り組みを行っていきたい。
　

　「こうべ・だれでもトイレ」のアイデア募集は、シンボルマークの募集と併せて実施したが、市民に「トイレ」を題材としてユニバーサルデザインについて考えていただくとともに、「だれでもトイレタウン」計画について積極的にＰＲするために実施したものである。
　今年の8月1日から9月30日に募集を行い、北海道から沖縄まで全国各地からアイデア募集については、179点、シンボルマークについては549点という多数の応募があり、神戸市がすすめている「だれでもトイレ」に関する関心の高さが伺える結果となった。
　応募していただいた中から、最優秀賞や優秀賞受賞作品については、ホームページで現在公表させていただいているが、今後、パネル展示、冊子の作成を行うなど、広く公表し、トイレを題材として、特に神戸市がすすめているユニバーサルデザインの考え方の普及に活用していきたい。
　アイデアの内容は、トイレの配置や便器のデザイン、乳幼児連れの方への対応、着替えや荷物・衣服への対応、トイレの環境や雰囲気、トイレの使い方や管理運営方法、理想のトイレなど、多種多様な提案が出され、今後、「だれでもトイレタウン」計画を進めるにあたって、メーカーや保健福祉局など関係部局と協力し、総合的に活用する方向で検討していきたい。
ここで、シンボルマークの最優秀作品について時間を借りて、ご説明させていただきたい。ユニバーサルデザインのＵの字をモチーフにしたもので、傾けたＵの文字の先に円（頭）を付けたもので、使う人を選ばない、だれでも使えるトイレを意味している。シルエットが車椅子の方や妊婦などいろんな形に見えるようにしている。また、笑っているようにも見えるユーモラスなデザインで、実際使う場合はブルーと赤と緑の色をつけ、太陽と六甲山の緑をイメージさせるサインとする。このシンボルマークを現在整備を進めている、だれでもトイレのサインとして設置していきたいと考えている。
